
   令和６年度 越前町立四ヶ浦小学校 スクールプラン 

   

重点目標 具体的な取組 数値目標 

○知  自ら学ぶ子  

  
  

学力向上 
 

学びに向かう力 

 

○子どもが考え学びを深める授業 

（研究教科：算数科） 
○個別最適な学びと協働的な学びの
場の設定と質の向上。 

○子どもの思考ツールとなり主体的な
学びを支える ICT機器の活用。 

○生徒指導の 4つの視点を働かせた授
業デザイン。 

 

○「毎日の授業で、話し合いなどに進
んで参加している」と答える児童を
９０（６５）％以上にする。 

 
○「毎日の授業がよく分かる」と答え
る児童を９０（６５）％以上にする。 

 
○標準学力調査や SASAで、「算数」
の評価が目標値を上回る児童を６
０％以上にする。 

 

○体  元気な子 

 
 
 
 

体力向上 
 

心身の健康 
 

 

 

 

<体力向上・AI時代での健康> 

〇子どもが目標を持って取り組む業間
体育や体育的行事。 

 
〇安心・安全に活用するための情報活
用能力（情報モラルを含む）の育成。 

〇「業間体育や体育的行事に向けて、
目標を持って取り組めた」と答える
児童を９０（８０）％以上にする。 

 
○「スマートルールや情報モラルを知
り実践した」と答える児童を９０（８
０）％以上にする。 

＜健康で前向きな心＞ 
○行事を中心とした前向きで明るい心
の育成（ポジティブ教育）や、折れな
い心や快復力の育成（レジリエンス
教育）。 

○自分の良さや可能性を認識し、あら
ゆる他者をリスペクトし協働できる心
の育成。 （道徳教育） 

○失敗したり嫌になったりしても、諦め
ずに最後まで頑張れたと答える児童
を９０（７０）％以上にする。 

 
○「自分にも他の人にも良いところが
ある」と答える児童を９０（８０）％以
上にする。 

 
 

○徳  はげまし合う子 

 
 

児童が育つ 
生徒指導 

 
学級経営 

 

○挨拶を中心とした、発達支持的生徒
指導。（いじめ・不登校の未然防止） 

○一人一人が学級の一員であることが
実感できる学級作り。見える化。 

              （居場所作り） 
○高学年を中心とした縦割り班活動や
委員会活動の活性化。 

                    （絆作り） 
○子どもも大人も当事者意識を持って
参画する、学校終いを意識した学級・
学校作り。 

○「より良い学級・学校・学校終いに
なるように、自ら進んで考え行動し
た」と答える児童を９０（６５）％以
上にする 

。 
○「学校が楽しい」と答える児童を９０
（８０）％にする。 

 
○「みんなで何かをするのは楽しい」
と答える児童を９５（８５）％以上に
する。 

 

 

みんなの笑顔のための業務改善 

① 授業時数の見直し。標準授業時数で、履修・習得させる覚悟。 
② 宿題の直しを減らす（無くす）。紙ドリルをＡＩドリルへ。教職員の意識改革。 
③ 授業改善を業務改善に繋げ、教職員のウェルビーイングに。 

 

  

【教育目標】 「自ら求めて、一生懸命やりぬく子」の育成 
               ～ 全員参加  未来に羽ばたく 元気な 学校終い ～ 

 

【校  訓】  はげまし合う子 元気な子 自ら学ぶ子 
（めざす子ども像） 

【研究主題】主体的に考え共に学び合う子の育成 ～できた喜び・達成感・結果に結び付く授業作り

～ 

越前町 
学校教育目標 
すべての子どもた
ちの可能性を引き
出す、個別最適な
学びと協働的な学
びの実現 

学校教育方針 
個性と協働が共
存する学校教育 

児童の実態より、 

保護者･教師等の

願い 
○心身の健康 
○学力の向上 
○生きる力の育成 
○自立・協働・創造 


